
（7）2022.２　じょうえつ市議会だより
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〈
み
ら
い
〉

　

副
市
長
を
２
人
純
増
す
る
こ

と
で
、
年
間
２
千
万
円
以
上
の

財
政
負
担
を
増
や
す
こ
と
に
な

り
、
市
民
へ
の
税
負
担
を
増
や

し
て
し
ま
う
。
人
事
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
併
せ
て
副
市
長
４

人
制
を
審
議
し
、全
体
像
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
か
ら
提
案
す
べ
き

で
あ
り
、
性
急
な
提
案
で
あ
る

と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め

反
対
す
る
。

〈
日
本
共
産
党
議
員
団
〉

　

市
政
運
営
の
全
体
的
な
所
信

表
明
を
抜
き
に
し
て
、
副
市
長

を
４
人
に
す
る
と
い
う
の
は
納

得
で
き
な
い
。
ど
の
よ
う
な
行

政
組
織
・
機
構
に
し
て
い
く
か

の
柱
だ
け
で
も
ま
ず
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ

う
し
た
順
序
を
踏
ま
ず
に
提
案

さ
れ
た
た
め
反
対
す
る
。

〈
宮
越
馨
（
無
所
属
）〉

　

改
革
全
体
の
理
念
や
目
的
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
で
は
な

く
、
改
革
自
体
が
目
的
化
し
て

い
る
。
ま
た
、公
約
と
は
い
え
、

多
く
の
市
民
が
そ
れ
を
認
識
し

て
い
な
い
。
分
野
別
副
市
長
制

は
容
認
す
る
が
、
改
革
の
全
体

像
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
今

一
度
徹
底
し
た
議
論
を
す
べ
き

と
考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

〈
鈴
木
め
ぐ
み
〉

　

新
市
長
を
応
援
し
、
公
約
に

賛
同
し
た
多
数
の
市
民
の
意
見

を
最
大
限
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
人
口
減
少
な
ど
の
課
題

に
対
応
し
、
上
越
市
政
の
改
革

を
速
や
か
に
進
め
る
た
め
に
は
、

副
市
長
が
４
人
必
要
と
考
え
る

た
め
、
賛
成
す
る
。

※ 

鈴
木
議
員
は
、
会
派
政
新
ク
ラ
ブ

を
代
表
し
て
で
は
な
く
、
個
人
と

し
て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

〈
日
本
共
産
党
議
員
団
〉

　

市
民
の
利
益
と
安
全
を
守
る

た
め
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
利
用
を
推
奨
す
べ
き
で
な

く
、
ま
た
、
公
立
保
育
園
を
無

償
譲
渡
す
る
こ
と
は
、
賃
金
と

労
働
条
件
の
低
下
か
ら
人
材
確

保
の
点
で
困
難
が
生
じ
る
な
ど

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
３

議
案
に
反
対
す
る
。

議
案
第
112
号
　
上
越
市
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

議案に対して賛成か反対かの意見を表明する討論が行われました。
市長提出議案に対する討論

意見書は、国会または関係行政庁に対し、議会の意思を表明するも
のです。

国の施設である一級河川関川水戸の川排水機場
排水ポンプ増設の早急なる実現を求める意見書

　現在上越市が行っている高田城址公園外堀から関川水戸の川に
至る排水路工事と同時並行的に、水戸の川排水機場の排水ポンプ
を規定計画通り２台から３台に増設すること。
▼

全会一致で可決し、議会の意思として国の関係行政庁に提出しました。

意見書を可決人事案件に同意

■人権擁護委員候補者の推薦
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